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青葉台公園

朝
霞
市
に
残
さ
れ
た
旧
米

軍
基
地
の
跡
地
の
利
用
計
画

を
、
国
、
県
、
市
の
三
者
で
協

議
す
る「
朝
霞
市
基
地
跡
地

整
備
計
画
策
定
委
員
会
」（
委

員
長
・
大
村
謙
二
郎
・
筑
波

大
学
教
授
）
が
去
る
4
月
よ

り
三
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、

国
が
移
転
を
計
画
し
て
い
る

国
家
公
務
員
宿
舎
の
イ
メ
ー

ジ
図
が
国
側
か
ら
提
示
さ
れ

た
。同

跡
地
を
め
ぐ
って
、
有
識

者
に
よ
る
朝
霞
市
の
策
定
委

員
会
が
昨
年
12
月
、
最
終
報

告
書
を
ま
と
め
た
。そ
の
内
容

は
、
中
心
部
の
1
6
.
4
ヘク

タ
ー
ル
を
公
園
緑
地
と
し
て

整
備
す
る
が
、
残
り
の
飛
び

地
計
約
3
ヘク
タ
ー
ル
は
、「
事

業
用
地
」
と
し
て
お
り
、
国
が

申
し
入
れ
て
い
た一千
戸
の
宿

舎
の
建
設
に
際
し
て

の
交
渉
の
余
地
を

残
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。財

務
省
が
第

二
回（
5
月
15

日
）に
提
示
し
た
案

（
①
案
）
は
、
朝

霞
税
務
署
西
隣
の

0
.
9
ヘク
タ
ー
ル

に
7
階
建
て
、
同

東
隣
の
0
.
4ヘク
タ
ー
ル
に
8

階
建
て
、
中
央
公
民
館
北
隣
の

1
.
7ヘク
タ
ー
ル
に
階
段
状
の

5
〜
12
階
建
て
の
集
合
住
宅

を
建
設
、
そ
れ
ぞ
れ
に
駐
車
場

を
付
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。し

か
し
、
市
側
は「
建
物
が

壁
の
よ
う
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、

圧
迫
感
が
大
き
い
」「
近
隣
の

住
宅への
日
照
が
阻
害
さ
れ
る
」

と
し
て
、
国
に
再
考
を
促
し
た
。

市
側
の
要
望
を
受
け
、
5

月
31
日
に
開
か
れ
た
第
三
回
で

国
側
は
、
新
た
に
中
心
部（
約

1
6
.
4ヘク
タ
ー
ル
）の
北
西

側
の一部
3
ヘク
タ
ー
ル
に
集
約

し
た
建
設
案
を
提
示
し
た
。

一つ
は
8
〜
10
、
12
〜
14
階

建
て
な
ど
6
棟
と
駐
車
場（
A

案
）、
も
う一つ
は
、
26
お
よ
び

30
階
建
て
の
タ
ワ
ー
型
高
層
二

棟
に
駐
車
場
を
設
置
す
る
案（
B

案
）で
あ
る
が
、特
に
A
案
で
は
、

公
開
緑
地
を
広
く
残
せ
る
利
点

が
あ
り
、
ま
た
、
計
画
建
設
敷

地
内
は
、
鉛
な
ど
の
土
壌
汚
染

が
心
配
さ
れ
て
い
た
が
、
国
が
土

壌
調
査
結
果
を
公
表
、
そ
の
処

理
費
用
を
負
担
す
る
と
述
べた
。

分
散
し
て
建
設
す
る
第一案
、

修
正
し
て
、一箇
所
に
集
中
し
建

設
す
る
第
二
案（
A
お
よ
び
B
）

が
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
朝

霞
市
側
で
は
、
持
ち
帰
って
検
討

す
る
こ
と
に
な
って
い
る
が
、
国

側
は
土
壌
の
調
査
、
処
理
を
含

め
て
三
年
間
で
建
設
を
進
め
る

構
え
を
示
し
て
お
り
、
次
回
は

6
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
。

註：　

空
撮
写
真
に
宿
舎
建

物
を
目
印
と
し
て
記
入
し
た
。

正
確
な
縮
尺
を
示
す
も
の
で
は

な
い
。

観
光
都
市
に
い
ざ
づ
く
り
を
推

し
進
め
、「
雑
木
林
と
せ
せ
ら
ぎ
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む

新
座
市
は
、
昨
年
基
本
計
画
を
策

定
、こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の「
ア

ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
」
が
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。

地
球
の
温
暖
化
、
産
業
や
経
済

の
急
速
な
拡
大
に
よ
る
グ
ロ
ー
バル

な
環
境
問
題
を
抱
え
、
自
然への
回

帰
は
、
ま
ず
身
近
な
緑
地
の
保
全

か
ら
と
い
う
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
の

実
践
は
、
わ
れ
わ
れ
が
担
う
共
通

の
責
務
で
あ
り
、
実
行
さ
れ
た
の

ち
の
結
果
は
、
次
世
代への
大
き
な

福
音
と
な
る
に
違
い
な
い
。

新
座
市
の
宝
は
片
山
、

大
和
田
、
野
火
止
な
ど
、

各
地
区
に
残
さ
れ
た
歴
史

で
あ
り
、
そ
の
重
み
で
あ

る
。
平
林
寺
を
中
核
と
し

て
、
台
地
を
流
れ
る
野
火

止
用
水
の
歴
史
と
、い
ま
も
変
わ
ら
ぬ

景
観
は
掛
け
替
え
が
無
い
。

新
座
市
の
緑
の
基
本
計
画
「
ア
ク

ション
プ
ラ
ン
」は
、こ
れ
か
ら
十
五
年

後
の
将
来
像
を
目
指
し
、
目
標
年
次

を
平
成
32
年
と
し
てい
る
。

写
真
は
、「
新
座
写
真
ク
ラ
ブ
交

流
会
」
の「
わ
が
ま
ち
新
座
」
写
真

展
よ
り

和
光
市
北
口
駅
前
は
整
備
が
遅
れ
、
バ

ス
の
発
着
に
も
不
都
合
で
あ
る
。
昨
年
土

地
区
画
整
理
事
業
に「
優
先
区
域
」
を
定

め
る
と
い
う
手
法
が
導
入
さ
れ
、
計
画
の

第
一
段
階
と
な
る
道
路
計
画（
案
）
が
当

局
か
ら
提
示
さ
れ
た
。

市
当
局
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
は
駅

前
の
景
観
を
美
し
く
す
る
だ
け
で
な
く
、

安
全
で
快
適
な 

道
路
を
整
備
し
つ
つ
上

下
水
道
や
公
園
・
緑
地
を
設
置
す
る
事
業

で
、
北
口
地
区
の
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
和

光
市
に
住
む
人
々
や
和
光
市
駅
を
利
用
す

る
人
々
に
も
関
係
す
る
、
市
全
体
の
事
業

と
捉
え
、 

関
係
者
、
市
民
の
理
解
と
協
力

を
求
め
て
い
る
。

住
民
グ
ル
ー
プ「
朝
霞
基
地
跡
地
利
用
市
民
連
絡
会
」（
大
石

紀
子
代
表
）
は
、「
基
地
跡
地
全
て
を
緑
の
公
園
に
」
国
家
公
務

員
宿
舎
建
設
を
受
入
れ
な
い
こ
と
、
市
の
財
政
負
担
を
減
ら
す
た

め
、県
営
公
園
化
を
県
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
掲
げ
て
、6
月
14
日
、

五
千
名
の
署
名
簿
を
朝
霞
市
長
に
提
出
し
、
青
葉
台
公
園
、
中
央

公
園
、広
沢
の
池
を
含
む「
緑
の
回
廊
」
を
維
持
す
る
よ
う
訴
え
た
。

● キャンプ朝霞跡地計画は進むか
　 公務員宿舎建設予定

● 緑の基本計画に全力投球！
　　　新座市の「アクションプラン」
● 和光市駅前開発

 引又河岸と市場通り
　　～志木市本町通りの今昔～

● 暮らしのヒント：味と香り

● 竹

● 首都圏歳時記：品川神社神輿

● 首都圏人 第 7号発売
    NPO法人市民フォーラムが編集する
    [ 首都圏人 ]
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キャンプ朝霞跡地計画は進むか

提
示
さ
れ
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道
路
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市
駅
北
口
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区
画
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理
事
業
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組
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（
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2
）

緑の基本計画に全力投球！
新座市の「アクションプラン」

hara
スタンプ
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「江戸名所図会」より　手前が旧栄橋その上は「いろは樋」

野火止用水のイラスト

し
、
新
河
岸
川
に
流
れ
込
ん
で

い
た
の
で
す
が
、
寛
文
二
年

（
1
6
6
2
）、
引
又
の
対
岸
、

宗
岡
地
域
の
地
頭
岡
部
左
兵
衛

は
、
新
河
岸
川
を
越
え
て
送
水

し
、
灌
漑
用
水
に
利
用
し
よ
う

と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
家

臣
の
白
井
武
左
衛
門
に
命
じ
て

巨
大
な
架
け
樋
を
造
ら
せ
た
の

で
す
。
こ
の
架
け
樋
は
四
十
八

個
の
木
の
樋
を
つ
な
い
で
造
ら

れ
て
い
た
こ
と
に
因
ん
で
「
い

ろ
は
樋
」
と
名
付
け
ら
れ
、
長

さ
は
2
3
0
メ
ー
ト
ル
に
も
及

び
ま
し
た
。
し
か
も
舟
の
通
行

を
妨
げ
ぬ
よ
う
川
面
か
ら
4
〜

5
メ
ー
ト
ル
も
高
い
と
こ
ろ
に

架
け
ら
れ
た
の
で
す
。樋
は「
江

戸
名
所
図
会
」
に
描
か
れ
、
こ

の
絵
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文

庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

用
水
は
大
小
二
つ
の
桝
を

中
継
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
き

な
桝
は
い
ま
で
も
残
っ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
の
小
さ
な
桝
の

前
に
は
「
桝
屋
」
と
い
う
お
店

（
い
ま
の
感
覚
で
は
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
よ
う
な
）

が
あ
っ
て
、
人
々
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

市
場
大
通
り

引
又
河
岸
の
船
着
場
か
ら
野

火
止
用
水
に
沿
っ
た
市
場
通
り

に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
幕
末
、

明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
に
至

る
ま
で
酒
造
り
、
問
屋
な
ど
が

軒
を
連
ね
て
い
ま
し
た
。
志
木

市
に
残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
に

よ
る
と
、
江
戸
時
代
初
期
の
住

民
と
し
て
、「
三
上
」、「
星
野
」、

「
村
山
」
の
姓
を
も
つ
家
族
が

草
分
け
と
さ
れ
、
そ
の
後
、「
西

川
」
家
ほ
か
四
つ
の
家
系
が
こ

の
土
地
に
移
り
住
ん
だ
と
云
わ

れ
ま
す
が
、
現
在
で
も
市
場
通

り
に
は
、
こ
れ
ら
の
姓
を
名
乗

る
商
店
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

慶
応
二
年
（
1
8
6
6
）
の

六
月
、
米
価
の
暴
騰
を
き
っ
か

け
と
し
て
、
武
州
十
五
郡
、
上

州
一
郡
（
現
在
の
埼
玉
県
西

部
か
ら
群
馬
県
に
か
け
て
の
地

域
）
の
広
い
地
域
で
発
生
し
た

「
武
州
一
揆
」
に
は
、
十
数
万

人
が
加
わ
り
、
江
戸
時
代
の
一

揆
の
中
で
も
最
も
激
し
い
も
の

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
と
き

市
場
通
り
の
豪
商
は
つ
ぎ
つ
ぎ

と
一
揆
に
襲
わ
れ
、
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い
ま
す
。

二・七
の
市

江
戸
時
代
か
ら
、
豪
商
が
軒

を
連
ね
る
市
場
通
り
に
は
、
用

水
を
挟
ん
で
両
側
に
、
生
活
必

需
品
を
売
買
す
る
「
市
」
が
立

ち
ま
し
た
。
こ
の
市
は
近
隣
農

村
の
住
民
に
と
っ
て

不
可
欠
の
も
の
と
な

り
、
二
と
七
の
つ
く

日
に
立
つ
市
（
二・七

の
市
）
は
第
二
次
大

戦
直
後
ま
で
続
き
、

旧
正
月
、
二
月
二
日

の
市
は
、
近
隣
の
買

い
物
客
、
見
物
客
で

ご
っ
た
が
え
し
ま
し

た
。市

場
通
り
を
貫

通
し
て
い
た
「
野
火

止
用
水
」
は
、
昭
和

四
十
年（
1
9
6
5
）、

県
道
の
大
改
修
に

よ
っ
て
忽
然
と
そ
の

舟
運
の
は
じ
ま
り

と
き
は
江
戸
時
代
、
寛
永
の

こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
埼

玉
県
西
部
の
中
心
と
し
て
知
ら

れ
る
「
川
越
」
は
、
か
つ
て
江

戸
城
北
方
の
も
っ
と
も
重
要
な

防
衛
拠
点
だ
っ
た
の
で
す
。
川

越
は
徳
川
幕
府
に
と
り
、
き
わ

め
て
重
要
な
ま
ち
で
し
た
。
江

戸
と
関
係
の
深
い
史
蹟
の
残
る

川
越
は
、
い
ま
も
「
小
江
戸
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
寛
永

十
五
年
（
1
6
3
8
）
大
火
に

襲
わ
れ
、
市
内
の
重
要
な
建
物

で
あ
る
東
照
宮
、
喜
多
院
な
ど

が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

当
時
東
照
宮
は
三
大
東
照
宮
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
再
建
の
た
め
に
幕
府
は
大
変

神
経
を
使
っ
た
の
で
す
。

さ
っ
そ
く
江
戸
城
に
あ
っ
た

紅
葉
山
御
殿
を
分
解
し
て
、
用

材
を
川
越
に
移
築
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
運
搬
に
は
陸
路
よ

り
効
率
的
な
新
河
岸
川
に
よ
る

水
運
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
新
河

岸
川
の
舟
運
は
こ
の
と
き
は
じ

ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
川
越
か
ら
は
農
産
物
が
江
戸

に
送
ら
れ
、
そ
の
後
次
第
に

新
河
岸
川
の
舟
運
は
整
備
さ
れ

て
、
つ
い
に
川
越
と
江
戸
と
の

物
資
交
流
の
大
動
脈
と
な
り
ま

し
た
。

江
戸
と
川
越
と
の
物
資
の
交

流
の
た
め
、
新
河
岸
川
の
舟
運

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
、

現
在
川
沿
い
に
建
っ
て
い
る
志

木
市
役
所
の
下
流
、
柳
瀬
川
と

分
岐
す
る
地
点
に
舟
着
場
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
こ
の
辺

は
引
又
宿
と
い
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
河
岸
（
引
又
河
岸
）
に
、

川
越
藩
主
の
命
令
に
よ
っ
て
、

荷
物
の
運
送
を
取
り
扱
う
「
井

下
田
回
漕
問
屋
」
が
開
業
し
ま

し
た
。

「
井
下
田
回
漕
問
屋
」
の
敷

地
は
、
浦
和
、
所
沢
を
結
ぶ
県

道
が
、
バ
イ
パ
ス
と
分
岐
す
る

地
点
に
あ
り
、
現
在
で
は
道
路

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
往
時

の
た
た
ず
ま
い
を
偲
ぶ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、「
井
下
田
回
漕
問

屋
」
を
支
え
て
き
た
井
下
田
家

は
、
初
代
か
ら
十
八
代
に
わ
た

り
綿
々
と
引
き
継
が
れ
た
の

で
す
。
特
に
十
六
代
慶
十
郎
、

十
七
代
四
郎
、、
十
八
代
井
下

田
慶
一
郎
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
、
舟

運
に
代
わ
る
交
通
機
関
と
し
て

東
武
東
上
線
「
志
木
駅
」
の

誘
致
、
町
長
と
し
て
志
木
町
政

に
、
ま
た
志
木
駅
前
開
発
な
ど

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
井
下

田
家
に
伝
え
ら
れ
た
古
文
書
は

5
8
0
点
に
の
ぼ
り
、
志
木
市

の
歴
史
の
重
要
な
資
料
と
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
、

十
七
代
の
四
郎
氏
は
「
引
又
河

岸
の
三
百
年
」（
非
売
品
）
を

執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
四
郎
氏
が
執
筆
さ
れ
た

本
を
参
考
に
し
て
「
井
下
田
回

漕
問
屋
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

野
火
止
用
水
と
い
ろ
は
樋

「
引
又
宿
」（
現
在
の
志
木
市

本
町
）
に
は
舟
運
の
引
又
河
岸

の
ほ
か
に
、
も
う
一
つ
の
名
物

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
在

の
本
町
一
、二
丁
目
、
か
つ
て

は
「
市
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

通
り
の
中
央
を
流
れ
、
新
河
岸

川
に
注
ぐ
「
野
火
止
用
水
」
で

す
。
こ
の
用
水
は
、
寛
永
十
六

年
（
1
6
3
9
）
に
川
越
城
主

と
な
っ
た
松
平
伊
豆
守
信
綱
が

自
領
で
あ
っ
た
「
野
火
止
」
の

原
野
を
開
拓
す
る
た
め
、
承
応

四
年
（
1
6
5
5
）
に
灌
漑
用

水
と
し
て
掘
削
し
た
も
の
で
し

た
。
当
時
江
戸
市
民
に
飲
料
水

を
送
る
た
め
、
玉
川
用
水
の
工

事
が
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
信

綱
は
こ
の
水
に
着
目
し
た
の
で

す
。
小
平
市
の
辺
り
か
ら
分
水

し
、
短
期
間
で
こ
の
用
水
の
工

事
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。

野
火
止
用
水
は
志
木
市
の

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
貫
通

姿
を
消
し
、
二・
七
の
市
も
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
江

戸
時
代
か
ら
明
治
、
大
正
を
経

て
引
き
継
が
れ
て
き
た
「
市
」

と
と
も
に
、
長
い
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
街
の
景
観
も
失
わ
れ
ま

し
た
。

現
在
の
市
場
通
り
は
、
い
つ

も
多
く
の
車
が
列
を
つ
く
り
、

道
路
は
車
で
溢
れ
、
車
で
埋

ま
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
景

観
を
偲
ぶ
こ
と
は
も
は
や
不
可

能
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

星
野
家
の
人
々

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
新
河

岸
川
と
柳
瀬
川
の
合
流
点
の
近

く
に
は
「
引
又
河
岸
」
の
船
着

場
が
あ
り
、
井
下
田
回
漕
問
屋

を
経
て
、
市
場
の
大
通
り
へ
と

つ
な
が
り
ま
す
。
市
の
立
っ
た

大
通
り
の
両
側
に
は
商
店
が
軒

を
連
ね
て
い
て
、
さ
き
に
も
紹

介
し
た
よ
う
に
、
用
水
に
沿
っ

た
市
場
通
り
に
は
、
星
野
・
村

山
・
三
上
の
苗
字
が
目
立
っ
て

多
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
の
一

つ
星
野
家
は
近
隣
各
地
に
も
拡

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
有

力
な
地
歩
を
築
き
つ
つ
、
い
ま

で
も
綿
々
と
続
い
て
い
ま
す
。

一
族
は
す
べ
て
が
同
じ
家
紋
を

使
っ
て
お
り
、
誇
り
高
い
星
野

家
の
格
式
が
偲
ば
れ
ま
す
。
志

木
市
の
新
義
真
言
宗
智
山
派
の

名
刹
、
宝
幢
寺
の
寺
紋
も
星
野

家
の
家
紋
と
同
じ
で
す
が
、
有

力
な
檀
家
で
あ
っ
た
星
野
家
か

ら
家
紋
が
贈
与
さ
れ
た
と
す
る

説
も
あ
り
ま
す
。

古
地
図
「
引
又
宿
絵
図
」
に

描
か
れ
た
市
場
通
り
の
ほ
ぼ
中

央
に
、
名
主
星
野
半
平
と
記
さ

れ
た
一
際
大
き
な
屋
敷
が
目
に

入
り
ま
す
。
こ
の
絵
か
ら
当
時

の
星
野
家
の
総
本
家
が
広
大
な

邸
宅
を
構
え
て
い
た
様
子
が
窺

え
ま
す
。

さ

て

弘

化

四

年

（
1
8
4
7
）、
二
十
二
才
で
こ

の
星
野
家
に
迎
え
ら
れ
た
養
嗣

子
（
半
平
と
名
乗
る
）
は
、
引

又
宿
の
名
主
役

を
継
ぎ
ま
し
た

が
、
町
民
の
紛

争
を
調
停
す
る

こ
と
に
優
れ
た

手
腕
を
発
揮
し

ま
し
た
。
ま
た

知
識
人
で
も
あ

り
ま
し
た
。
江

戸
時
代
に
は
自

治
集
会
所
が

あ
っ
て
、「
会

所
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し

た
が
、
名
主
で

あ
っ
た
星
野
家

の
屋
敷
は
近
隣

の
人
々
の
よ
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、

半
平
さ
ん
は
星
野
家
の「
会
所
」

で
、
名
主
を
辞
め
た
後
も
地
区

内
の
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
を
仲
裁

し
、
解
決
し
ま
し
た
。
星
野
家

の
会
所
は
有
力
な
集
会
所
で
あ

り
、
半
平
さ
ん
の
発
言
力
は
大

き
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

幕
末
の
こ
ろ
、
彼
は
品
川
の

御
台
場
ま
で
船
に
乗
っ
て
視
察

に
出
掛
け
、
現
在
の
板
橋
区
高

島
平
で
行
わ
れ
た
役
人
の
大
砲

の
演
習
を
見
学
し
ま
し
た
。
ま

ち
の
情
報
通
と
し
て
、
明
治
維

新
の
時
代
に
は
、
ペ
リ
ー
の

率
い
る
黒
船
の
来
航
、
川
越
藩

か
ら
浦
賀
へ
の
出
動
、
各
大
名

に
よ
る
防
備
固
め
、
黒
船
の
浦

賀
沖
か
ら
の
退
去
な
ど
に
つ
い

て
、
多
く
の
見
聞
を
記
録
し
、

こ
れ
ら
を
詳
細
に
日
記
（「
星

野
半
右
衛
門
日
記
」、
半
右
衛

門
は
半
平
を
襲
名
す
る
以
前
の

名
前
）
に
書
い
て
い
ま
す
。
こ

の
日
記
に
は
身
の
回
り
に
起

こ
っ
た
日
常
の
生
活
な
ど
も
詳

細
に
記
さ
れ
、
当
時
を
偲
ぶ
貴

重
な
資
料
（
志
木
市
の
指
定
文

化
財
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
代
の
半
平
さ
ん
が
残
し

た
「
引
又
宿
古
絵
図
」
と
「
星

野
半
右
衛
門
日
記
」
は
、
志
木

市
の
歴
史
を
知
る
上
で
き
わ
め

て
重
要
な
も
の
で
す
が
、
こ
れ

ら
は
、
市
の
文
化
財
保
護
審
議

委
員
長
を
さ
れ
て
い
る
神
山
健

吉
さ
ん
の
調
査
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
世
に
出
た
の
で
す
。
埋
も

れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
文
化
財
が

ど
の
よ
う
に
し
て
見
出
さ
れ
た

か
。
そ
の
と
き
の
状
況
を
神
山

さ
ん
か
ら
う
か
が
っ
て
み
る
こ

引
又
河
岸
と
市
場
通
り　

〜
志
木
市
本
町
通
り
の
今
昔
〜
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文化十一年（1814年）
の古地図より
（高橋長次氏が写されたもの）

日露戦争中、穀物の輸送で忙しかった志木河岸（明治37年）

志木河岸へと向かう高瀬舟（大正初期）

宗岡水門下手の高瀬舟（昭和7年）

そ
れ
以
前
の
土
橋
か
ら
欄
干
の
つ
い
た
新
し
い
栄
橋
への

架
け
換
え
を
祝
う
人
（々
大
正
初
期
）

と
に
し
ま
し
ょ

う
。神

山
健
吉
さ

ん
は
次
の
よ
う

に
話
さ
れ
て
い

ま
す
。「
星
野

半
右
衛
門
さ
ん

の
曾
孫
、
モ
ト

さ
ん
が
お
住
ま

い
に
な
っ
て
い

た
逗
子
に
伺
っ

た
の
は
、
昭

和
四
十
八
年

（
1
9
7
3
）
の

こ
と
で
し
た
。

初
対
面
だ
っ
た

の
で
す
が
、
歴

史
的
な
資
料
を

蒐
集
す
る
た
め

に
志
木
か
ら
来

ま
し
た
と
説
明

す
る
と
、
快
く
、

い
ろ
い
ろ
な
も

の
を
出
し
て
き

て
下
さ
い
ま
し

て
、そ
れ
が
、「
星

野
半
右
衛
門
日

記
」
や
、「
引
又

宿
古
絵
図
」
で

し
た
。
ビ
ニ
ー

ル
袋
の
中
に
入

れ
て
あ
り
、
絵

図
は
の
り
が

み
ん
な
剥
が
れ

て
い
ま
し
た
。

拝
見
し
ま
す

と
、
大
変
貴
重

な
も
の
で
し
た

が
、
そ
れ
ら
を

丸
ま
っ
た
形
の

ま
ま
で
貸
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
お
会

い
し
た
の
が
六

月
で
し
た
が
、
八
月
頃
に
モ
ト

さ
ん
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
そ
の
上
、
息
子
さ
ん
の

和
正
さ
ん
が
、
昭
和
五
十
年
に

亡
く
な
る
の
で
す
。
大
変
早
死

で
、
四
十
代
半
ば
だ
っ
た
の
で

す
が
、
今
は
和
正
さ
ん
の
奥
さ

ん
、
律
子
さ
ん
と
そ
の
息
子
さ

ん
と
娘
さ
ん
が
お
ら
れ
、
奥
さ

ん
は
「
茜
」
と
い
う
染
物
の
お

店
を
開
い
て
い
ま
す
。」

星
野
家
の
会
所
の
跡
は
そ

の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
半
右
衛

門
は
明
治
六
年
に
戸
長
（
の
ち

の
町
長
に
当
た
る
）
を
務
め
た

の
ち
、
明
治
三
十
年
代
に
裏
に

引
っ
込
み
、
隠
居
所
に
入
る
の

で
す
が
、
星
野
照
二
さ
ん
と
い

う
そ
の
息
子
さ
ん
が
明
治
四
十

年
代
の
始
め
頃
、
や
は
り
町
長

を
務
め
、
明
治
の
町
政
に
大
き

な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
早
死
で
、
四
十
三
年
頃

に
亡
く
な
り
ま
す
。
星
野
家
の

跡
地
は
そ
の
後
警
察
署
と
な

り
、
さ
ら
に
明
治
の
終
わ
り
ご

ろ
原
林
吉
に
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
原
林
吉
の
開
設
し
た
「
朝

日
屋
」（
薬
問
屋
）
の
建
物
は
、

二
代
目
原
林
三
、三
代
目
原
昭

二
の
継
承
に
よ
っ
て
現
在
に
至

り
、
す
で
に
百
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

神
山
さ
ん
の
調
査
に
よ
っ

て
、
星
野
家
の
歴
史
が
つ
ぎ
つ

ぎ
と
分
か
っ
て
き
た
の
で
す

が
、
そ
の
日
記
を
通
し
て
志
木

市
史
は
明
ら
か
に
、
そ
の
厚
み

を
増
し
て
き
ま
し
た
。古
絵
図
、

日
記
を
発
見
さ
れ
た
神
山
さ
ん

の
功
績
は
き
わ
め
て
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
半
か
ら
明

治
、
大
正
期
に
か
け
て
、
志

木
市
の
本
町
通
り
は
、
商
業

の
ま
ち
と
し
て
繁
栄
し
た
。

江
戸
と
川
越
と
を
結
ぶ
物
資

交
流
の
運
河
と
し
て
整
備
さ

れ
た
新
河
岸
川
沿
い
の
河
岸

場
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
新
河
岸
の
地
名
（
川
越

市
の
南
の
地
域
に
い
ま
で
も

残
る
）、
さ
ら
に
新
河
岸
川

の
名
前
も
、
川
越
に
近
い
場

所
に
新
し
い
河
岸
場
が
つ
く

ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

新
河
岸
川
で
は
、
川
越

方
面
か
ら
、
米
穀
、
材
木
、

薪
炭
、
ソ
ー
メ
ン
、
ゴ
ザ
な

ど
、江
戸
か
ら
は
肥
料
、塩
、

小
間
物
、
雑
貨
、
綿
糸
、

石
材
な
ど
。
ま
た
引
又
河

岸（
明
治
七
年
以
降
は
志
木

河
岸
）
か
ら
江
戸
に
運
ば
れ

た
も
の
は
、
近
隣
か
ら
の
米

穀
類
、
小
麦
粉
、
青
梅
の

薪
炭
、所
沢
の
壁
土
、所
沢
、

村
山
、
八
王
子
の
織
物
、
甲

府
の
葡
萄
、
生
糸
、
ま
た
幕

末
以
降
は
所
沢
、
三
芳
方
面

か
ら
の
さ
つ
ま
芋

が
特
に
目
立
つ
積

み
荷
だ
っ
た
。
甲

府
か
ら
は
大
菩

薩
峠
を
経
て
荷

物
が
送
ら
れ
て
き

た
。一

方
、
江
戸
方

面
か
ら
は
、
熱
海

で
樽
に
詰
め
た
温

泉
が
こ
こ
を
経

由
し
て
町
内
や

所
沢
方
面
に
届

け
ら
れ
た
。
長
い

間
貨
物
運
搬
が
メ

イ
ン
で
あ
っ
た
舟

運
は
、
天
保
年
間

（
1
8
3
0
〜

1
8
4
0
）
か
ら

は
人
も
運
ぶ
よ

う
に
な
り
、
定
期

便
も
で
き
、
並
船

の
ほ
か
、
早
船
、

飛
び
切
り（
急

行
）
も
運
行
さ

れ
、
早
船
で
15

時
間
か
か
っ
た
。

古
写
真
で
見
る  

引
又
河
岸
の
舟
運
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特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行

政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参

加
を
推
進
し
、地
域
内
の
メ
デ
ィ

ア
事
業
を
行
っ
て
、
市
民
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」

は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

編
集
・
発
行
し
、
無
料
で
配
付

し
ま
す
。

　
※　
※　
※

◇　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意

見
／
考
え
）」
を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L　

0
9
0（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

66第　  号 55第　  号 44第　  号 33第　  号 22第　  号 11第　  号

六
年
振
り
に
大
神
輿
が
交
通
の
激
し
い
京
浜
国
道
を
渡
御

急
階
段
を
登
る
宮
入
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市
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五
丁
目
に
移
っ
た
名
店)

 
の
ラ
ン
チ
、サ
バ
定
食

アミノ酸には鏡像体がある

現
代
人
は
「
グ
ル
メ
」、
食

通
、
美
食
家
を
自
任
し
て
い

る
よ
う
だ
。

テ
レ
ビ
番
組
で
も
食
べ
物

の
話
題
は
断
ト
ツ
と
い
っ
て
よ

い
。
ま
た
香
り
へ
の
関
心
も

高
く
、
目
ま
ぐ
る
し
い
現
代

生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
も
の

と
し
て
欠
か
せ
な
く
な
っ
た
。

さ
て
、
味
の
良
い
食
べ
物

は
、
果
た
し
て
身
体
の
栄
養

と
な
っ
て
、
健
康
に
寄
与
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
良
い

香
り
が
心
を
癒
す
だ
け
で
な

く
、
身
体
に
も
良
い
の
だ
ろ

う
か
。

近
年
、
味
物
質
や
匂
い
物

質
の
研
究
と
、
感
覚
器
を
経

て
脳
に
い
た
る
感
知
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
、「
分
子
生
物
学
」
と
い

う
、
生
き
物
の
機
能
を
、「
分

子
」
の
レ
ベル
で
追
求
す
る
学

問
の
中
で
も
、
先
端
の
研
究

分
野
に
な
っ
て
き
た
。

暮
ら
し
と
健

康
に
役
立
つ
知

識
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、
今
回

は「
味
と
香
り
」

を
科
学
的
に
追

求
し
た
最
新
の

結
果
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。

今
回
は
ま
ず「
味
」
について

味
は
栄
養
と
毒
の
シ
グ
ナ
ル

食
べ
物
の
味
と
い
う
と
、

甘
味
、
塩
味
、
そ
し
て
酸
味
、

苦
味
が
基
本
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
最
近
で
は
、
科
学
的

な
根
拠
を
も
っ
て
、
こ
れ
に

「
旨
味
」
を
加
え
る
こ
と
に

な
り
、
味
の
科
学
は
大
き
く

進
歩
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
味
は
、

わ
れ
わ
れ
動
物
が
食
物
を
摂

取
す
る
場
合
、
大
事
な
役
割

を
果
た
し
て
い
て
、
甘
味
や

旨
味
は
良
い
味
で
、
こ
う
し

た
味
の
す
る
も
の
を
人
々
は

好
ん
で
食
べ
る
。
ま
た
塩
味

は
濃
す
ぎ
る
と
拒
否
さ
れ
る

が
、
適
当
な
塩
味
は
好
ま
れ

る
。
一
方
、
酸
味
や
苦
味
は

嫌
な
味
で
あ
っ
て
、
食
べ
な
い
。

甘
味
は
糖
の
シ
グ
ナ
ル

甘
味
を
も
つ
代
表
的
な
物

質
は
糖
で
あ
る
。
糖
は
重
要

な
栄
養
物
の
一つ
で
、
例
え
ば

脳
の
は
た
ら
き
は
糖
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
使
っ
て
い
て
、
瞬

時
と
い
え
ど
も
欠
か
せ
な
い
。

旨
味
の
ア
ミ
ノ
酸
は
タ
ン

パ
ク
質
の
シ
グ
ナ
ル

タ
ン
パ
ク
質
は
も
っ
と
も
重

要
な
身
体
の
成
分
で
あ
る
が
、

少
数
の
例
外
を
別
と
し

て
、
そ
れ
自
身
に
は
味
が

な
い
。

タ
ン
パ
ク
質
は
約
二
十

種
類
の
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
が
、
タ
ン

パ
ク
質
に
組
み
込
ま
れ
て

い
な
い
遊
離
の
ア
ミ
ノ
酸
に

は
味
が
あ
る
。
タ
ン
パ
ク
質

が
在
る
と
こ
ろ
に
は
遊
離

の
ア
ミ
ノ
酸
が
存
在
す
る

の
で
、
ア
ミ
ノ
酸
の
味
は
、

タ
ン
パ
ク
質
の
在
り
処
を
知

ら
せ
る
シ
グ
ナ
ル
と
な
っ
て

い
る
。

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
は
、
タ
ン

パ
ク
質
を
構
成
す
る
ア
ミ

ノ
酸
の
中
で
も
っ
と
も
多

く
含
ま
れ
て
い
る
ア
ミ
ノ
酸

で
あ
り
、
し
か
も
代
表
的

な
旨
味
物
質
な
の
で
、
タ

ン
パ
ク
質
の
良
き
シ
グ
ナ
ル

で
あ
る
。

塩
味
は
ミ
ネ
ラ
ル
の
シ

グ
ナ
ル

塩
も
動
物
に
と
っ
て
は

欠
か
せ
な
い
栄
養
素
で
、

人
の
食
べ
物
の
調
理
と
不

可
分
の
も
の
だ
。
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竹
（
た
け
）
と
は
、
イ

ネ
科
タ
ケ
亜
科
に
属
す
る

植
物
で
、
大
型
の
も
の
の
総

称
。一

般
的
に
は
大
型
の
も

の
を
「
竹
」、
小
型
の
も
の

を
「
笹さ
さ

」
と
呼
ぶ
が
、
笹

と
の
違
い
は
、
ふ
つ
う
竹

の
方
が
大
き
い
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
稈か
ん

（
竹
竿
な

ど
に
利
用
す
る
部
分
）
が

木
質
化
し
て
硬
く
な
る
こ

と
、
筍
（
若
い
幹
）
を
包

ん
で
い
た
皮
（
稈
鞘
）
が

完
全
に
落
ち
て
節
が
外
か

ら
は
っ
き
り
見
え
る
こ
と
な

ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。な

おP
hyllostachys

と
い
う
属
の
学
名
は
、
葉

(Phyllon)

と
穂(stachys)

と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら

な
り
、
束
状
に
出
る
モ
ウ

ソ
ウ
チ
ク
の
葉
立
ち
を
形

容
し
た
も
の
。

生
息
地
域
は
、
気
候
が

温
暖
か
つ
温
潤
な
地
域
、

ア
ジ
ア
の
温
帯
・
熱
帯
地

域
に
多
い
。

竹
は
成
長
力
が
強
く
、

ピ
ー
ク
の
時
は
1
日
で

1
m
以
上
成
長
す
る
。

通
常
、
地
下
茎
を
広
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
息
域

を
広
げ
る
竹
だ
が
、
新
し

く
で
き
た
芽
（
タ
ケ
ノ
コ
）

は
地
下
茎
に
連
な
る
他
の

竹
の
栄
養
で
育
ち
、
地
下

茎
は
1
年
に
7
〜
8
メ
ー

ト
ル
も
伸
び
る
こ
と
が
あ

る
。竹

に
は
60
個
も
の
節
が

あ
る
が
、
成
長
し
て
増
え

る
の
で
は
な
く
タ
ケ
ノ
コ

の
時
か
ら
同
じ
数
の
節
を

持
っ
て
い
る
。
こ
の
節
に

成
長
点
が
あ
り
、
こ
の

成
長
点
が
す
べ
て
伸
び
る

の
で
あ
る
。
節
と
節
の
間

隔
が
広
が
る
こ
と
に
よ
っ

て
背
が
高
く
な
る
。

ま
た
、
成
長
に
必
要

な
栄
養
は
地
下
茎
を
通

し
て
こ
れ
に
連
な
る
成
熟

し
た
竹
か
ら
供
給
さ
れ
る
。

こ
れ
が
ピ
ー
ク
時
に
は
1

日
に
80
〜
100
セ
ン
チ
も
伸

び
、
2
ヶ
月
弱
の
間
に
20

メ
ー
ト
ル
も
の
高
さ
に
成

長
す
る
秘
密
で
あ
る
。

竹
は
、
青
々
と
真
っ
す

ぐ
に
伸
び
、
成
長
が
早
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
縁
起
の

よ
い
植
物
と
さ
れ
、
松
竹

梅
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
、

門
松
や
七
夕
飾
り
に
今
で

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

乾
燥
が
十
分
な
さ
れ
た

も
の
は
硬
さ
と
柔
軟
さ
を

備
え
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
素
材
と
し
て
利
用
さ
れ

る
。
そ
の
繊
維
を
利
用
し

て
紙
も
作
ら
れ
て
い
る
。

竹
酢
液
や
竹
炭
と
し
て
も
利

用
さ
れ
る
ほ
か
、食
材
、飼
料
、

建
材
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い

る
。よ

く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
竹
の
細
工
は
日
本
の
芸

術
・
文
化
を
担
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
竹
の
不
思
議
、

そ
れ
は
マ
ダ
ケ
が
70
年
前
後

に
一
斉
に
咲
い
て
枯
れ
る
こ
と

で
、
こ
の
謎
は
ま
だ
解
か
れ
て

い
な
い
。

ま
た
困
っ
た
こ
と
が
起
っ

た
。
そ
れ
は
「
里
山
」
へ
の

竹
の
侵
略
で
あ
る
。

誰
も
手
入
れ
を
し
な
い
ア

カ
マ
ツ
の
林
な
ど
に
、
竹
林
が

這
い
上
っ
て
、
や
ま
を
荒
ら
す

よ
う
に
な
っ
た
。
全
国
的
に
、

竹
の
生
長
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態
が

起
っ
て
い
る
。

品
川
神
社
の
神
輿
は
、

徳
川
家
が
寄
進
し
た
の
で
、

葵
の
紋
を
い
た
だ
く
。

品川神社神輿
首都圏
歳時記

竹

「

味」

の
サ
イ
エ
ン
ス・・・・

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
一


